
               7 月 0・1・2 歳児 

                        クラスだより 

 
 

≪ 0 歳児 さくらんぼ組 ≫ 

・こまめに水分補給や休息を取りながら、安定した生活リズムの中で健康に過ごせるようにする。 

 ・保育者や友だちと一緒に水遊びや様々な感触遊びを経験する。 

 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ 1 歳児 ばなな 1 組 ≫ 

・気温の変化や子どもの体調に合わせて、室温や衣服の調整を行い快適に過ごせるようにする。 

・保育者や友達と一緒に水や砂などに触れ、夏ならではの遊びに興味を持ち、十分に楽しめるよう関わっていく。 

 

   

 

 

 

 

 

 

≪ 1 歳児 ばなな 2 組 ≫ 

・夏ならではの遊びを全身で楽しみ、水や砂など様々な感触を楽しむ。 

・汗をかいたり衣服が濡れた際には着替えをして快適に過ごす。 

 

   

 

 

 

 

 

 

国立ひまわり保育園 

令和 8 年 7 月 1 日 

 

 

 

 天気のいい日には手を繋いでお散歩に行く機会を少しずつ増やしていきました。「お散歩行こう」と声

を掛けるとすぐに支度をしようとしているばなな 1 組さんです。お友だちと手を繋ぐのが楽しいようで手

を繋ぐとジャンプして喜ぶ姿も見られます。歩きながらダンゴムシやアリを見つけると教えてくれてみん

なで見て楽しんでいます。公園では、滑り台をしたり階段を登ったりして体をたくさん動かして遊んでい

ます。 

 7 月は園内でも水遊びや泥遊びなど色々な感触を楽しんでいきたいと思います。 

 

 

6 月に入ると雨の日が増え、室内で遊ぶ機会も多くなりました。音楽が大好きな子どもたちは、お部

屋にキーボードを出すと大人気でした。触ると音が出る不思議さ、楽しさを感じながらたくさんのボ

タンを押したり、保育者が奏でる歌のリズムに合わせて身体を揺らしたりする可愛らしい姿がたくさ

んあり、これからも続けていこうと思っています。また、階段上りにチャレンジし、全身を使った動き

を取り入れました。怖いもの知らずで黙々と登っていく子どもたちをドキドキしながら見守る保育者で

した。ホールで幼児クラスのお友達との交流もでき、また一つ、世界が広がったようです。7 月は暑い

日が続くと思いますが、水に触れ、様々な感触を楽しみながら元気に夏を過ごしたいと思っています。 

 

 

 今月は雨の日が多く室内で過ごす日が増えたので、シールやクレヨン、絵の具に触れる機会を作りま

した。興味を持って遊んだり、「あか！あお！」と色を覚えて貼った作品を嬉しそうに見せたりと集中

しながら取り組む姿が見られます。ダンスや手遊び、歌に合わせて身体を動かすことが好きな子も多い

ので、日々の生活の中で覚えた手遊びを「とんとんアンパンマン」と言ってリクエストしたり、仕草

でやりたいダンスを教えてくれることもあります。暑い日が多くなってきましたが室内でも遊びが充実

し、楽しみながら過ごせるような活動を引き続き取り入れていけたらと思います。また、今後は水遊び

も始まるので暑さの中でも楽しく元気に過ごせるようにしていきたいと思います。 



≪ 2 歳児 みかん組 ≫ 

・水の感触を楽しみながら、夏ならではの遊びを楽しむ。 

・制作や装飾、お話を通じて七夕を知り、興味を持って楽しむ。 

・適度な休息や水分補給を取り、快適に過ごす。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

おねがい 

・園庭やひかりにわで遊ぶ際には、泥遊びや水遊び、絵の具遊びを行います。衣服や靴が汚れることが予想されま

すので、汚れてもよい服の着用、ご用意をお願いします。 

・子どもたちにズボンの着脱など、着替えの仕方について伝えています。お着替えがスムーズに行えるよう着脱の

しやすい服をお持ちください。また、虫刺されや日焼けなど肌を守る為にもノースリーブはお控えください。 

・入園時、進級時に提出していただいた、通園家庭状況調査書に変更(勤務先、勤務時間、保育時間など)がありま

したら担任又は事務室までお知らせください。 

       

 

 

 

 

 

 

 5 月、６月と、ダンゴムシやアリなど、生き物に触れる機会が多くありました。はじめはぎゅっと握

ってしまっていた子どもたちも徐々に優しく捕まえるコツをつかんだり、虫たちがどこへ行こうとして

いるのか、何をしようとしているのか、じっと観察している姿もよく見られました。小さな虫を通して

いろんなことを感じてくれたのではと思います。また、暑い日には水に触れて遊んできた子どもたち。

水道の蛇口もはじめは保育者に「やって」と言っていた子どもたちですが、今では自分でひねったり、

小さいお友だちのために出してあげたりしています。大きな水たまりがあれば、おそるおそる近づいて

いた子どもたちが、今では友達と一緒に水たまりの中で大ジャンプを声をあげながら楽しんでいます。

これからはさらにダイナミックな水遊びになると思います。お友だちとの関わりの中で、水遊びだけで

なく夏ならではの遊びを楽しめるようにしていきたいと思います。 

  

 


